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１．プラント全体の機能試験・評価の位置付け 
当社においては、これまで、「柏崎刈羽原子力発電所７号機 新潟県中越沖地震後の設

備健全性に係る点検・評価計画書」を定め、原子炉の蒸気発生前までに健全性確認がで

きる設備、系統を対象に、点検、試験および評価を実施し、設備、系統に要求される機

能が正常に発揮されることを確認してきた。 
今後は、原子炉の蒸気を発生することが可能となった時期以降に行う点検、試験およ

び評価（以下、「プラント全体の機能試験・評価」という）を実施する計画であることか

ら、これらの計画についてとりまとめ、本日（２月 12 日）原子力安全・保安院に提出し

た。 

 
２．プラント全体の機能試験・評価の構成 
プラント全体の機能試験・評価は、以下の内容で構成する。 
・蒸気を通気させることで、初めて機能確認（作動確認、漏えい確認等）が可能とな

る設備について、機器レベルの設備点検および系統レベルの機能試験を実施し、設

備健全性を確認すること 
・プラント全体の総合性能を確認すること。特に、地震の影響を考慮した運転状態を

確認すること 
 
具体的には、以下の項目を確認する。 

 
（１）プラント起動時の設備点検 

プラント起動時の各段階において、初めて実施可能となる、作動確認および

漏えい確認等、機器レベルの設備点検（105 機器）。 

 
（２）プラント起動時の系統機能試験 

プラント起動時の各段階において、初めて実施可能となる、安全機能を有す

る機器等の系統レベルの機能試験（４試験）。 
 

（３）プラント確認試験 
プラント起動時における各段階で、プラント全体の総合性能（系統間の相互

作用、プラント運転状態の安定性等）の確認、ならびに、特に地震の影響を

考慮した運転状態の確認（約 200 種のパラメータ確認）。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※1 起動前の点検・評価計画書の範囲 

図 プラント全体の機能試験・評価の全体フロー 
 
プラント確認試験は、以下の方法により実施する。 
○主要パラメータ採取による総合確認 
・原子炉圧力、原子炉水位等、通常の運転監視や総合負荷性能検査等で確認して

いる主要パラメータの採取によるプラント全体の総合性能の確認 
・主要パラメータの地震前における運転データとの比較 
○地震影響を考慮した総合確認 
・主要ポンプ等の地震前後における運転状態の比較 
・蒸気系、高温系配管等からの漏えいを検知するための目視点検、圧力確認およ

び放射線モニタ等の確認（地震による影響を考慮した点検およびパラメータ採

取） 
・起動前の点検・評価計画書に基づく点検で異常が確認された設備における、パ

ラメータ採取の実施 
これら、主要パラメータ採取および地震影響を考慮した総合確認により、今後、プラ

ントが継続的かつ安定的に運転可能であることを確認する。 
 
３．プラント全体の機能試験・評価のスケジュール 

今回のプラント起動では、通常の起動時に実施している原子炉圧力約 7.0MPa に加え、

約半分の圧力まで加圧された原子炉圧力約 3.5MPa においても格納容器内の点検等を実施

する。また、発電機出力は、各出力段階（約 20%、約 50%、約 75%）において設備に異常

がないことを確認した後、段階的に上昇させる。 

このように、慎重にプラント全体の健全性を確認しながら、プラント起動を行う。 

以 上 

原子炉の蒸気発生前に実施する点検評価※1 原子炉の蒸気発生後に実施する点検評価 

設備点検 

系統機能試験 

プラント起動時の設備点検 

プラント起動時の系統機能試験 

地震応答解析 

プラント確認試験 

設備健全性の総合評価 



 
 
 

プラント全体の機能試験工程 

※１：赤字は地震後の健全性確認のため特別に実施する点検項目 
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※：プラント起動時および定格運転状態における原子炉の炉心性能評価の結果に

よって、発電機の各出力段階での安定出力、定格出力到達後の制御棒パター

ン調整時の出力等については、随時変更する。 

 ①真空上昇時の点検 ②原子炉昇圧時の点検 ③タービン、発電機の 
起動時の点検・試験 

④20、50％出力時の 

点検・試験 
⑤75、100％出力時の

点検・試験 
⑥定格出力時の 

点検・試験 
⑦最終の健全性評価 
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◆復水器点検 
・漏えい確認 
◆復水系ろ過脱塩装置点検 
 ・機能確認 
 

◆原子炉隔離時冷却系設備点検 
・作動、漏えい確認 
◆給水ポンプ等起動時の点検 
 ・作動、漏えい確認 
◆給水系配管点検 
 ・漏えい確認 
◆支持構造物点検 
 ・目視点検 

◆タービン点検 
 ・作動、漏えい確認 
◆発電機並列時点検 
・機能、漏えい確認 
◆発電機並列時の変圧器類点検 
・機能確認、変圧器潮流試験 

◆蒸気系配管点検 
 ・目視点検、漏えい確認 
◆支持構造物点検 
 ・目視点検 
 

◆定格出力時の発電機点検 
・機能、漏えい確認 
◆定格出力時の変圧器点検 
・機能確認 
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－ － 

◆蒸気タービン性能試験 
 （その２） 

－ － 

◆気体廃棄物処理系機能試験 
◆原子炉隔離時冷却系機能試験 
◆蒸気タービン性能試験（その１） 

－ 
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試
験 

◆一定時間毎の主要設備のパラメ
ータ採取 
◆異常が確認された設備の確認 
 ・復水器の状態監視開始 

◆炉圧約3.5MPa、約7.0MPa 
時のドライウェル内点検 
◆一定時間毎の主要設備のパラメ
ータ採取 
◆異常が確認された設備の確認 
 ・原子炉冷却材再循環ポンプ 
ＭＧセットの状態監視開始 

◆一定時間毎の主要設備のパラメ
ータ採取 
◆異常が確認された設備の確認 
 ・タービンの状態監視開始 
 ・変圧器の状態監視開始 
 ・発電機の状態監視開始 

◆20、50%出力の主要パラメ 
ータ採取 
 

◆75、100%出力時の状態監視
◆75、100%出力の主要パラメ
ータ採取 

◆定格出力時の状態監視 
◆定格出力における主要パラメー
タ採取 

◆プラント安定後の状態監視 
◆プラント安定後の主要パラメー
タ採取 

主
な
点
検
項
目 

そ
の
他 

－ 

◆配管の熱変位量確認 

－ 

◆配管振動確認 ◆配管振動確認 

－ － 

評
価
内
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制御棒引抜前の機器健全

性確認が完了 

ドライウェル内機器の健

全性確認および耐震強化

工事範囲の配管系の健全

性確認（振動測定除く）が

完了 

破損等が確認されたター

ビン、発電機の健全性確認

が完了 

 

タービン系の配管点検お

よびタービン系の主要ポ

ンプの起動が完了し、全て

の機器および配管系の設

備点検が概ね完了 

100%出力到達時までに

実施する健全性確認が完

了 

非常用炉心冷却系を含む、

全ての系統健全性確認試

験が完了 

全ての健全性確認が完了

し、プラント全体の機能試

験の結果をワーキング等

に報告 


